『國民新報』1939年7月30日
[主張]　腦と腹の力[footnoteRef:1]　　―休暇休日の新しい價値― [1:  単行本ではタイトルが「胸と腹の力」となり、本文でも「腦」が「胸」に代わっている。] 


　暑中 (しよちう)休暇 (きうか)の觀 (くわん)念 (ねん)を叩 (たた)き直 (なほ)して暑中 (しよちう)鍛錬 (たんれん)となつた。呼吸 (こきう)と心悸 (しんき)と飲食 (いんしよく)に休 (やす)みのない人生 (じんせい)である以上 (いじやう)、努力 (どりよく)に休 (やす)みのあらう筈 (はず)がない。日曜 (にちよう)や祭日 (さいじつ)だつてのらくらの日 (ひ)であるべきではない。それは肉體 (にくたい)の休日 (きうじつ)である代 (かは)りに精神 (せいしん)修養 (しうよう)の勤務 (きんむ)日 (び)であるべきである。そもそも日曜日 (にちようび)は神佛 (しんぶつ)に禮 (れい)拝 (はい)する日 (ひ)であり、祭日 (さいじつ)は特 (とく)に愛国 (あいこく)精神 (せいしん)を呼 (よ)び醒 (さ)まして、國 (こく)恩 (おん)への感謝 (かんしや)と國 (こく)家 (か)への
忠誠 (ちうせい)の誓 (ちか)ひを新 (あら)たにするために使 (つか)はるべき勤務 (きんむ)日 (び)であるべきである。人生 (じんせい)は無休 (むきう)だ。
　今日 (こんにち)の人生 (じんせい)の生活 (せいくわつ)様態 (ようたい)は餘 (あま)りにも頭 (あたま)と手 (て)とに偏 (へん)して居 (ゐ)る。學校 (がくこう)での教育 (けういく)も、職場 (しよくば)での勞役 (ろうえき)も主 (しゆ)として頭 (あたま)と手 (て)に限 (かぎ)られて了 (しま)つた。現代人 (げんだいじん)を漫畵 (まんぐわ)的 (てき)に表現 (へうげん)するならば、腦 (のう)と腹 (はら)とは唯 (ただ)呼吸 (こきう)と消化 (せうか)の用 (よう)を足 (た)すに止 (とど)まる位 (くらい)に細 (ほそ)くて頭 (あたま)と手 (て)だけが圖 (づ)抜 (ぬ)けて大 (おほ)きい怪物 (くわいぶつ)となるであらう。腦 (のう)とは正義 (せいぎ)と人情 (にんぜう)のことであつて、腹 (はら)とは經驗 (けいけん)と勇気 (ゆうき)のことである。腦 (のう)と腹 (はら)の力 (ちから)の出來 (でき)て居 (ゐ)ない頭 (あたま)と手 (て)は器械的 (きかいてき)でしかあり得 (え)ず、惡 (わる)ければ犯罪的 (はんざいてき)になるものである。腦 (のう)と腹 (はら)のないインテリの國 (くに)を吾 (われ)々は所在 (しよざい)に[footnoteRef:2]見 (み)せ付 (つ)けられて居 (ゐ)るではないか。 [2:  単行本では「所在」が「所々」に代わっている。意味的にはこちらが正しい。] 

　青少年學 (せいせうねんがく)徒 (と)に下 (くだ)し賜 (たま)はりたる勅語 (ちよくご)[footnoteRef:3]に、『國本 (こくぽん)ニ培 (つちか)ヒ國力 (こくりよく)ヲ養 (やしな)ヒ以 (もつ)テ國家 (こくか)隆昌 (りうしやう)ノ氣 (き)運 (うん)ヲ永世 (えいせい)ニ維持 (いじ)セントスル任 (にん)タル極 (きは)メテ重 (おも)ク[、]道 (みち)タル甚 (はなは)ダ遠 (とほ)シ[。]而 (しか)シテソノ任 (にん)[、]實 (じつ)ニ繋 (かか)リテ汝 (なんじ)等 (ら)青少年學 (せいせうねんがく)徒 (と)ノ双肩 (さうけん)ニアリ』とあるのは腹 (はら)を練 (ね)れとの御意 (ぎよい)にして『汝 (なんじ)等 (ら)其 (そ)レ氣 (き)節 (せつ)ヲ尚 (たつと)ビ廉恥 (れんち)ヲ重 (おも)ンジ』と宣 (のたま)ひしは、脳 (のう)の力 (ちから)のことと拜察 (はいさつ)し奉 (たてまつ)る。此 (こ)の腹 (はら)と此 (こ)の腦 (のう)とあつてこそ『執 (よ)ル所 (ところ)中 (ちう)ヲ失 (うしな)ハズ、嚮 (むか)フ所 (ところ)正 (せい)ヲ誤 (あやま)ラズ各 (おのおの)其 (そ)ノ本分 (ほんぶん)ヲ恪守 (かくしゆ)シ文 (ぶん)ヲ修 (おさ)メ武 (ぶ)ヲ練 (ね)リ、質 (しつ)實 (じつ)剛健 (ごうけん)ノ氣風 (きふう)ヲ振勵 (しんれい)シ以 (もつ)テ負荷 (ふか)ノ大任 (たいにん)ヲ全 (まつた)ク』することが出來 (でき)るとの聖 (せい)旨 (し)かと拜 (はい)察 (さつ)し奉 (たてまつ)る。 [3:  1939年5月22日勅語。1941年7月に文部省から刊行された『臣民の道』に収録。] 

　自己 (じこ)一身 (しん)のために金 (かね)と地位 (ちい)と享樂 (けうらく)とを念 (ねん)として、それにあり付 (つ)く方 (ほう)便 (べん)として知識 (ちしき)と技術 (ぎじゆつ)とを學 (まな)ぶようでは國家 (こくか)の力 (ちから)になることは出來 (でき)ない。眞 (しん)に負荷 (ふか)の大任 (たいにん)を認識 (にんしき)して腦 (のう)と腹 (はら)を練 (ね)ってこそ、その人 (ひと)の頭 (あたま)と手 (て)が本當 (ほんたう)に物 (もの)を云ふのである。
　さて、この腦 (のう)と腹 (はら)の鍛錬 (たんれん)こそは修養 (しうよう)の中心 (ちうしん)となるものであり、これは主 (しゆ)として聖人 (せいじん)の教 (おしへ)を學 (まな)び行 (おこな)ふことによつてなさるゝものであるが故 (ゆえ)に所謂 (いはゆる)休日 (きうじつ)や休暇 (きゅうか)をば之 (これ)に振 (ふ)り當 (あ)てらるべきではなからうか。殊 (こと)に宗 (しう)教 (けう)的 (てき)修 (しう)練 (れん)に縁遠 (えんどお)くなつた朝鮮人 (てうせんじん)に於 (お)いてこの必要 (ひつよう)の一層 (そう)痛切 (つうせつ)なるを感 (かん)ずることゝ思 (おも)ふ。
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